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効果の増強を認めた。さらにCAPAN-1膵同所移植モデルにおいても、Trastuzumab単独でコントロール群に比べ
有意な生存期間の延長を認め、Gemcitabine併用群ではTrastuzumab単独あるいはGemcitabine単独群に比べて有
意な生存期間の延長が認められた。 
 以上の結果より、HER2高発現膵癌に対してTrastuzumabは、ADCCを作用機序とした抗腫瘍効果を示し、また
Gemcitabineとの併用によりその効果増強が認められ、これらの併用療法が、膵癌に対する新しい治療法の一つ
として臨床応用できる可能性が示唆された。 
本論文は、膵癌治療におけるTrastuzumabの効果をin vitroおよびin vivoで評価し、臨床において膵癌の標
準的な抗癌剤であるGemcitabineとの併用により新たな膵癌の治療法開発に寄与するものと考えられる。 
 従って本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
